
　
豊
剣
会
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
、
豊
剣

会
及
び
豊
高
剣
道
部
に
対
し
何
か
と
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら
ず
、
世
界・日
本
・

剣
道
界
も
困
難
な
状
況
に
晒
さ
れ
、
ま
だ

暫
く
難
渋
が
避
け
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
う
い
っ
た
中
で
す
が
、
次
年
度(

令
和

四
年
度)

は
剣
道
部
設
立
百
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
長
提
案
で
す
が
、
百
周
年
に
当

た
っ
て
、
皆
様
か
ら(

当
時
の
写
真
も
含

め)

そ
の
期
独
自
の
思
い
出
な
ど
を
寄
稿

し
て
頂
い
て
小
冊
子
に
し
、
さ
ら
に(

コ

ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
こ
と
を
前
提
に)

祝
賀

会
も
よ
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
毎
年
二
月
発
行
の
「
豊
剣
会
だ

よ
り
」
を
、
次
回
は
皆
様
の
寄
稿
に
よ
る

小
冊
子
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
祝
賀
会
も
三
月
末
の
大
会
後
の
「
豊

剣
会
総
会
・
懇
親
会
」
を
、
多
数
の
ご
参

加
に
よ
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
百
周
年

に
一
層
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
存

じ
ま
す
。

次
に
豊
高
剣
道
部
に
と
っ
て
の
朗
報
で

す
。
即
ち
、(

現
役
時
部
長
で
上
段
を
得

意
と
し
て
い
た)

高
六
七
期
の
田
中
裕
二

郎
さ
ん
が
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
豊
高
の

英
語
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
上
林
先
生

と
一
緒
に
剣
道
部
顧
問
と
し
て
も
指
導
に

当
た
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

豊
高
剣
道
部
の
現
状
は
、
田
中
先
生
の
ご

挨
拶
で
の
記
載
の
通
り
人
数
面
で
は
少
々

寂
し
い
で
す
が
、
平
成
二
九
・
三
〇
の
両

年
度
が
部
員
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
を
思
う

と
、
ま
ず
ま
ず
の
人
数
で
す
ね
。
そ
の
上

次
頁
に
副
部
長
が
記
載
の
、
北
摂
学
校
剣

道
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
活
躍
ぶ
り
を
見

る
と
、
顧
問
の
指
導
・
部
員
の
努
力
の
結

晶
が
表
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
成
果
は
副

部
長
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、

本
当
に
飛
躍
の
年
で
し
た
。

【
大
芝
信
雄
会
長
が
豊
高
一
年
生
時
の
写

真
。

左
か
ら(

敬
称
略)

大
芝
信
雄
・
木
村
・

筒
井
・
、
松
井(

故
人)

・
安
田
。
他
に

石
田
・
塩
谷
・
古
田
が
お
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。】

コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う
に
稽
古
が
で
き
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、上
林
先
生・(

現
在
、

府
教
育
大
付
属
池
田
高
校
教
諭
の)

池
内

先
生
・(
六
四
期
生
で
現
在
大
手
前
高
校
教

諭
の)

安
良
田
さ
ん
や
、
田
中
さ
ん
の
剣

友
の
先
生
方
と
連
携
を
取
り
、
練
習
試
合

や
合
同
稽
古
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
が
小
康
状
態
だ
っ
た
昨
年
秋
ま
で

は
、
並
河
さ
ん(

二
九
期)
・
福
田
さ
ん(

三

二
期)

・
田
村
さ
ん
・
西
村
さ
ん(
両
名
六

三
期)

・
そ
の
他
の
方
々
が
剣
道
場
に
よ
く

足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
私
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
本
拠
地
と
し

て
い
る
稽
古
場
三
か
所(

稲
門
会
、
三
田

剣
友
会[

早
慶
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会]

、
経
産
省

剣
道
部)

が
未
だ
再
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
昨
年
春
か
ら
縁
あ
っ
て
鶴
見
区
の
私

立
高
校
へ
週
四
日
ほ
ど
指
導
に
行
っ
て
お

り
、
ま
た
週
一
日
は
五
か
所
の
稽
古
場
を

そ
れ
ぞ
れ
廻
り
な
が
ら
、
何
と
か
週
五
日

程
は
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

　
豊
剣
会
も
最
近
は
若
い
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
多

く
の
皆
さ
ん
が
稽
古
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

剣
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様
、

久
し
ぶ
り
に
竹
刀
を
持
た
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
、
是
非
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。

   今年、豊中高校剣道部は創部百周年を迎えました。こ
のめでたい祝賀年を記念して祝賀会を開催し、記念誌を発
行することになりましたのでご案内をいたします。祝賀会
当日はたくさんの歴代顧問の先生方をお招きしております
ので皆様お誘い合わせの上ご来会下さるようお願い申し上
げます。発行者　　豊剣会【豊中中学・高校剣道部ＯＢ会】事務局

令和 4 年度版　　           　　　　　令和 5(2023) 年 1 月発行

創部百周年記念の祝賀会と記念誌のご案内

祝賀会のご案内

大会、祝賀会のご都合並びに記念誌のご購入
についての返信のお願い 

日時  3 月 25 日（土）午後 5 時～7 時
場所  ホテルアイボリー・オーキッドホール　
  豊中市本町 3 丁目1 番 16 号 　豊中駅北口より徒歩３分
  06-6849-1111（代表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
会費 7 千円　学生は 2 千円

印刷冊子購入代 2 千円（送料込）
   6 月頃記念誌完成予定
   発送時に請求書を同封いたします。
※準備ができましたら豊剣会ホームページ上でも PDF を誰でもダウンロ－ド
　して見れるようにする予定です。

大会、祝賀会の出欠と記念誌・印刷冊子購入の希望を、2月15日（水）迄に
同封のハガキもしくは左のQRコ－ドからのアクセスによるメールにて事
務局宛にご一報くださいますようお願い申し上げます。ハガキを使用さ
れる場合、63円切手の貼付をお願いいたします。なお祝賀会直前にキャ
ンセルされる場合、3月22日（水）迄に事務局宛にできればメール、難しい
ようでしたら電話で連絡いただければ取消料は無し。3月23日（木）以降、
開催中止以外でキャンセルされた場合、大変恐縮ですが、実費相当の取
消料3500円を請求いたします。 

連絡先 : 事務局代表　並河徹也　
メ－ルアドレス︓houkenkai_toyokou@yahoo.co.jp　電話番号︓080（1454）2065

サンプルテキストです



　昨年末までに協賛金・寄付を振込・持参いただいた方、及び短
信 ( 少し編集してます ) を頂戴した方のリストです。この場を借り
て厚くお礼申し上げます。
（注）敬称略。氏名の(　)内は旧姓。数字は中学の回・高校の期。「　」
内は短信・転居等の情報。なお住所変更等は個人情報の問題で事
務局留りとしています。お知りになりたい方へは、ご本人の了解
を確認してからお知らせします。
　なお、誠に残念ですが、今回も何名かの方の訃報に接しました。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
※　中学
23　芳賀洋。
※　高校
7 　今西春禎。　
10　近久智彦。福本真憲。吉村克彦。
13　大芝利文「コロナの終息を願い高
校及び豊剣会の復活を祈ります」。
14　丹羽太貫。
16　大芝信雄。古川與四郎。
17　松尾 ( 高田 ) 信子「また一度、行き
たいと思っています」。
18　松村栄太郎。　19　松原基夫。
20　高田裕文。　27　寺田雅史。
28　八島一郎「豊中中学・高校百周年、
剣道部も百周年、おめでとうござ
います !!」。
29　加藤芳哉「『豊高剣道部創立百周年』おめでとうございます。
豊高剣道部のご活躍と豊剣会の益々のご発展をお祈り申し上げま
す」。　
吉矢和彦。　
30　石橋一雄。小瀬戸由起子。
　　島村宏二。
32　伊藤 ( 阪口 ) 基子。
33　浅野 ( 小林 ) 潤子。太田哲也。
34　本山佑子。
45　久保田 ( 今泉 ) 佐知子。宮脇昌美。
48　西垣僚子。　66　才川正哲。
57　中川賢士 ( 住所変更 )
61　石原一弘 ( 住所変更 )
67　林大輔。
69　鳴田千晶。橋本佳奈。

一　前年度繰越金  210,658
二　会費協力金等  320,193
三　第二七回豊剣杯争奪大会・懇親
会会費 ( 中止のため )  0
四　雑収入  1
　合計   530,852

（支出の部）
一　第二七回豊剣会大会・懇親会 0 
二　北摂学校剣道大会賛助金 30,000    
三　剣道部合宿援助費　　　      0
四　通信費 　　　　　　　　38,640
五　豊剣会だより印刷費　　 26,400
六　会議費　　　　　　　　      0
七　創立百周年記念事業「寄付者ご芳
名録」協賛広告掲載料 100,000
八　雑費　　　　　　　　   16,280
　　( 振込用紙 11,000、封筒 5,280)
九　次年度繰越金 　　　　 319,532
　　合計　　　　　　　　  530,852

令和三年度豊剣会決算報告

矢倉雄太（高 60 期）豊中中学・豊中高校剣道部１００周年記念誌の件
( 面手拭を含む ) 協賛金・寄付金協力者名と短信等

協力金は、剣道部合宿の支援・卒業生への手拭贈呈・部活
上必要な物品援助・大会・懇親会運営等に使用しています。
また、豊剣会だよりの印刷・発送等に約六万円以上かかり
ます。
反面、豊剣会だよりの郵送作業や大会の進行等を担ってい
るメンバーは、多忙な中ボランティアで運営を引き受けて
います ( 交通費等は一切出ておりません )。この伝統ある行
事を一旦閉じると、再開は非常に困難です。
　多くの方から会費協力金を頂戴し、心よりお礼申し上げ
ます。ただ、依然として財政面の窮状は続き、加えて新卒
生に贈呈してきた面手拭の残部が少くなり多額の費用が必
要です。引き続きご支援をお願い申し上げます。同封の振
込用紙にて振込を！　一口が
三千円 [ 学生二千円 ] です。出来れば数口お願いします。送
料は不要です。

協力金のお礼

その使途のご報告とお願い

高十八期・会計

松村栄太郎

　
こ
の
度
、
剣
道
部100

周
年
記
念
誌

の
原
稿
執
筆
の
機
会
を
頂
き
、
改
め
て
当

時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
と
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
様
々

な
記
憶
が
想
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、
先
生

や
先
輩
、
同
期
、
後
輩
へ
の
感
謝
の
念
が

堪
え
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
が
入
学
し
た
際
、
日
体
大
卒
で

七
段
を
お
持
ち
の
前
田
良
憲
先
生
が
豊
中

高
校
へ
赴
任
さ
れ
て
数
年
が
立
っ
た
こ
ろ

で
あ
り
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
。
懐
の
深
い
先
輩
方
に
も
温
か
く
し
て

い
た
だ
き
、
後
輩
に
も
恵
ま
れ
た
環
境
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
剣
道
部
は
、
大
阪
府

下
の
大
会
で
も
せ
い
ぜ
い
２~

３
回
戦
進

出
止
ま
り
で
、
個
人
的
に
は
満
足
の
い
く

よ
う
な
成
績
を
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
焦

り
が
あ
り
ま
し
た
。
良
い
意
味
で
の
ん
び

り
と
し
た
環
境
の
な
か
、
ど
こ
か
満
足
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
す
。　
１

年
生
の
こ
ろ
、
数
名
の
同
期
と
、
稽
古
を

サ
ボ
っ
て
、
保
健
室
で
「
剣
道
部
を
辞
め

よ
う
か
」
と
話
し
合
っ
た
こ
と
も
、
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
期
が
一
番
上
の
学
年
と
な
り
、

私
た
ち
は
、（
日
常
的
に
仲
良
く
つ
る
む

必
要
は
な
い
が
）「
と
に
か
く
勝
ち
に
こ

だ
わ
っ
て
稽
古
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
共

通
認
識
と
し
、
稽
古
に
打
ち
込
む
ス
タ
イ

ル
を
採
り
ま
し
た
。「
た
だ
楽
し
く
剣
道

を
す
る
こ
と
」
を
止
め
た
の
で
す
。

　
同
目
的
実
現
の
過
程
で
、
時
に
は
自
分

に
甘
く
な
っ
て
し
ま
う
私
に
対
し
、
本
気

で
厳
し
く
言
っ
て
く
れ
る
同
期
も
お
り
ま

し
た
。
同
期
の
厳
し
く
も
愛
の
あ
る
言
葉

や
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
、
部
長
職
も
無
事

に
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
当
時

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
も
あ
っ
て
か
、
私
た

ち
の
代
は
、
北
摂
学
校
剣
道
大
会
に
お
い

て
、
雲
雀
丘
学
園
高
校
を
準
々
決
勝
に
て

下
し
、
決
勝
で
履
正
社
高
校
に
敗
れ
た
も

の
の
、「
準
優
勝
」
と
い
う
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
、
同
期
は
、「
仲
間
」
と

い
う
易
し
い
も
の
で
は
な
く
、
苦
し
い
時

期
を
共
に
乗
り
越
え
た
「
戦
友
」
で
す
。

　
卒
業
後
ま
も
な
く
、
同
期
か
ら
「
仲
間

だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
際
、
私

は「
仲
間
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
」と
言
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
仲
間
」
な
ど
と
易
し
い
も
の
で
は
な
く
、

戦
友
と
も
い
う
べ
き
特
別
な
感
情
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。し
か
し
、な
ぜ
あ
の
時
、「
そ

う
で
は
な
く
、
戦
友
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
一
言
付
け
加
え
な
か
っ
た
の
か
、
言
葉

足
ら
ず
で
あ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
高
校
卒
業
か
ら15

年
と

い
う
時
が
経
ち
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て

も
豊
中
高
校
剣
道
部
で
の
毎
日
は
、
嬉
し

い
こ
と
も
、
辛
い
こ
と
も
、
多
く
の
経
験

を
与
え
て
く
れ
た
か
け
が
い
の
な
い
時
間

で
す
。
豊
中
高
校
剣
道
部
に
所
属
し
、
前

田
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
先
輩
や
同

期
、
後
輩
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
こ

と
は
、
今
も
私
の
誇
り
で
す
。

日時  3 月 25 日（土）午後 5 時～7 時
場所  ホテルアイボリー・オーキッドホール　
  豊中市本町 3 丁目1 番 16 号 　豊中駅北口より徒歩３分
  06-6849-1111（代表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
会費 7 千円　学生は 2 千円 サンプルテキストです サンプルテキストです


